
ライフプランシート作成に
役立つ冊子プレゼント

氏名等の必要情報を入力して送信

収入 68億43百万円

1,291百万円会社が支払った掛金等
掛金等収入

5,552百万円

日産連合企業年金基金

将来の年金給付のため
に現時点で保有して
いなければならない額

支出 68億43百万円

年金資産 70,607百万円
責任準備金 49,556百万円

未払給付費等 2,344百万円

別途積立金 18,707百万円

信託資産 70,394百万円
預貯金等 213百万円

3,238百万円

2,079百万円

67百万円

年金・一時金等を支給した額

信託銀行・投資顧問会社等
運用機関に支払った
運用手数料・業務委託費

責任準備金が前年度より増加した額

給付費

他制度への移換金

運用報酬・業務委託費等

責任準備金増加額

当年度剰余金

1,240百万円

219百万円

決算等のお知らせ
ライフプランシート作成に
役立つ冊子プレゼント

当基金の2025年度決算は、去る7月27日に開催した第46回代議員会において
審議いただき、可決・承認されましたのでお知らせします。

（2025年4月1日～2026年3月31日）収支状況収支状況1

資産 706億7百万円 負債 706億7百万円

2025年度給付費・
移換金等で2026年度
に支払われる予定額

年金資産運用による収益
運用収益

2025
年度

日産連合企業年金基金
〒220－0011　神奈川県横浜市西区高島2－6－32　横浜東口ウィスポートビル
TEL 045－444－2381　FAX 045－444－2382   受付時間 9：30～17：00（土・日・祝日除く）

基金事務局
https://www.nrkikin.jp/

2026年8月

ご意見・ご質問がある場合は基金事務局まで

先着各１００名様にご自宅へ冊子をご郵送いたします。
基金から将来受け取ることが出来る年金見込額も同封します。

ご自身でライフプランシートを作成する際に役立つ年金情報誌を基金加入者の方限定でプレゼントいたします。
ぜひ、ライフプランの実現へ向けての第一歩にお役立てください！

60歳以降も働き続ける人が増える中、働きながら
受ける年金や雇用保険の給付などを知り、実際に
ライフプランを設計してみましょう！

働き盛りを迎えた30～40歳代に送るライフプラン
の入門書。お金、家族、仕事など、将来の目標のために
解決すべき課題を明確にし、持続可能なライフプラン
づくりをしましょう！

考えていますか、これからの進路

ライフプランづくりの必須知識

家計をみなおす　　　　　　　　　　など

氏名等の必要情報を入力して送信

https://www.nrkikin.jp/present/

申込方法

冊子申込フォームへは
こちらのQRコードから
アクセスできます

日産連合企業年金基金ホームページ▶

※ご入力いただいた個人情報は当サービスの目的以外には使用いたしません。
　個人情報の取扱いに関するホームページ　https://www.nrkikin.jp/privacy.html
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（2026年3月31日現在）年金資産積立状況年金資産積立状況22

加入者の
方

限定
限定

各１００部

『私のライフプラン』 『働き盛りのライフプラン』『私のライフプラン』
50歳以上の方

『働き盛りのライフプラン』
40代までの方

ライフプランを考えよう
将来を見える化する

働き盛りのマネープラン
家族にまつわるお金のはなし　　　　など



積立状況

2025年度の資産運用は、年度初の米政権の関税政策の影響を受けマイナスとなりましたが、その後、FRBの
利下げ期待などによる株式市場の上昇により運用収益が積み上がりました。年度末にかけイラン紛争で運用収益
が減少したものの、通期の運用収益額は約56億円となりました。

皆様の将来の年金給付を確かなものとするために、基金では毎年度、保有する資産について「継続基準」と「非継続
基準」という2つの基準で積立状況のチェックを行っています。「継続基準」による検証では、基金が今後も継続して
いくことを前提として年金給付に必要な積立金（責任準備金）が確保されているかどうかを検証し、「非継続基準」に
よる検証では、基金が当年度末時点で仮に解散した場合の年金給付に見合う積立金（最低積立基準額）があるか
どうかを検証します。

・純資産額 ＝ 資産 － 未払給付費等

◎検証の結果、「継続基準」「非継続基準」いずれも、基準値を上回っているため、掛金の額を再計算する
必要はありません。

1.00

1.00

基準値当基金の積立水準区　分

継続基準

非継続基準

 純資産額 68,263百万円
 責任準備金 49,556百万円
 純資産額 68,263百万円
 最低積立基準額 40,657百万円

＝

＝

1.37

1.67

をチェック

償還までの利回りが確定して
いるため、株式に比べると
時価評価額の変動リスクが
小さい。

景気と連動性が高く、短期的
には株価の変動が大きいが、
長期的には高いリターンが
期待できる。

不動産賃料収入を収益源と
した運用商品。不動産価格が
リターンに与える影響に留意
する必要がある。

ヘッジファンド等の運用。
即座に売れないなど資産の
流動性に留意する必要が
ある。

　当基金は、年金資産の目標運用利回りを3.5%と定め、これを達成するために基本資産配分比率を決めて資産運用をしています。

グローバル債券 34,819百万円 49.5％

グローバル株式 25,740百万円 36.6%

グローバルREIT 4,917百万円 6.9％
非伝統資産 4,918百万円 7.0％

45.0％

40.0％

7.5％
7.5％

資産合計　703億94百万円

基本資産配分比率資産構成割合

グローバル債券 グローバル株式 グローバルREIT 非伝統資産

（預貯金等を除く）

2つの検証で

　当基金では、年金資産の運用に関して審議を行う場として「資産運用委員会」を設置しています。2025年度は4回開催し、運用
結果の検証や運用機関の入れ替えなどの審議を行いました。

資産運用委員会の議事概要について

用   語   解   説

運用基本方針の概要

■適用状況
事　業　所　数 61事業所
加　入　者　数 12,190人
受　給　者　数 1,971人
受 給 待 期 者 数 889人

※掛金は全額事業主（会社）が負担しています。
　（事務費掛金を含む）

・加入者期間15年以上の方は、当基金から年金での受取が可能
・年金額は第1給付と第2給付の合計値（第3給付がある事業所は、別途給付有り）
・指標利率1.5％、受取期間は第1給付は20年、第2給付は15年
・加入期間中の基礎賃金平均額は、Ａ30万円、Ｂ40万円、Ｃ50万円として計算

第1給付＝基礎賃金累計×0.018×加入期間別給付乗率÷確定年金現価率
第2給付＝基礎賃金累計×0.012×加入期間別給付乗率÷確定年金現価率
年金給付額＝第1給付＋第2給付

前提条件

年金給付額

計算式

基礎賃金平均モデル

加入者期間
15年
25年
35年

108
202
316

Ｂ
81
152
237

A
135
253
394

C
（千円／年額）

年
金
の
原
資

据
置
期
間（
60
歳
ま
で
）

給付額は加入者期間や
基礎賃金等の累計を
基礎に計算

▲
資格取得

▲
1年

▲
3年

▲
15年

▲
退職

第2給付・第3給付
有期年金

（5・10・15年から選択）

加入者期間

受給できる
給付の種類

脱退一時金 老齢給付金
※今年度の指標利率 1.5％

（昨年度と変わりません）

老齢給付金
（年金）

脱退一時金

遺族給付金（一時金）

下限1.5％

上限4.5％
指標利率

・ポータビリティも可 ・年金の受給権発生
・一時金および
　ポータビリティも可

第1給付
終身年金

（20年保証付）

年金原資の積立期間
指標利率に連動しない

繰下げ
期間 年金受給期間

類似キャッシュバランス（一部変動金利型）制度 適用
指標利率（※）に応じて変動

■給付状況
●老齢給付金
　　年　金 1,971件 390,033,855円
　　一時金 417件 2,054,123,200円
●脱退一時金
 271件 715,963,200円
●遺族一時金
 32件 78,092,800円

　　合　計  3,238,213,055円

■掛金収納状況
納 　 付 　 額 1,351,327,292円
納 　 付 　 率　　 100％

■当基金からお支払する給付例

■給付設計（イメージ図）
・当基金では3種類の給付（①老齢給付金 ②脱退一時金 ③遺族給付金）を行っています。
　加入者期間等により受給できる給付の種類が異なります。

　　▲
60歳（年金受給開始）

積立状況安心できる年金給付のために

（2026年3月31日現在）資産運用結果及び資産構成割合資産運用結果及び資産構成割合33

（2026年3月31日現在）業務概況業務概況44
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　　▲
60歳（年金受給開始）

積立状況安心できる年金給付のために

（2026年3月31日現在）資産運用結果及び資産構成割合資産運用結果及び資産構成割合33
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働き盛りを迎えた30～40歳代に送るライフプラン
の入門書。お金、家族、仕事など、将来の目標のために
解決すべき課題を明確にし、持続可能なライフプラン
づくりをしましょう！

考えていますか、これからの進路

ライフプランづくりの必須知識

家計をみなおす　　　　　　　　　　など

氏名等の必要情報を入力して送信

https://www.nrkikin.jp/present/

申込方法

冊子申込フォームへは
こちらのQRコードから
アクセスできます

日産連合企業年金基金ホームページ▶

※ご入力いただいた個人情報は当サービスの目的以外には使用いたしません。
　個人情報の取扱いに関するホームページ　https://www.nrkikin.jp/privacy.html
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加入者の
方

限定
限定

各１００部

『私のライフプラン』 『働き盛りのライフプラン』『私のライフプラン』
50歳以上の方

『働き盛りのライフプラン』
40代までの方

ライフプランを考えよう
将来を見える化する

働き盛りのマネープラン
家族にまつわるお金のはなし　　　　など


